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構造をもち, 異なる時期の能力問に発生的な順序の一次元性が確かめられ, しかも, 高い共変動が認めら




















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本研究は他者の資料をかりたのではあるが, 項目間相関の算出, これに基づくクラスター分析など, 独
自の再整理を試みて, 困難な知能の発達的関係について貴重な分析結果を提示した｡ クラスター分析法は
煩項ではあるが, 原資料のもつ情報を十分に利用する点では有利であることが本研究においても示された｡
ただここに用いられたクラスター分析は視察を主とし, 従っていわば試行錯誤的な反復を重ねるものであ
り, これによる構造論や発達関連論は理論としての弱みを蔵する｡ この理論化には尚多大の精進が必要で
あろう｡ しかし殊に発達的連関を縦断的クラスター分析で整理し, 知能の構造の発達関係について多くの
新知見をもたらしたことは, 重要な寄与というべきである｡
よって, 本論文は文学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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